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(57)【要約】
【課題】十分な光透過性を有し、かつ、装飾性（美的外
観）に優れた時計用文字板を提供すること、当該時計用
文字板に好適に適用することができる時計用部材を提供
すること、また、当該時計用文字板、当該時計用部材を
備えた時計を提供すること。
【解決手段】時計用文字板１０は、時計用部材１と文字
板本体２とを備えている。時計用部材１は、樹脂Ａを含
む材料で構成されたＡ層１１と、樹脂Ａとは異なる樹脂
Ｂを含む材料で構成されたＢ層１２とを、それぞれ複数
層備え、Ａ層１１とＢ層１２とが交互に繰り返し配置さ
れた領域を有し、Ａ層１１の層数とＢ層１２の層数との
和が３０以上である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂Ａを含む材料で構成されたＡ層と、前記樹脂Ａとは異なる樹脂Ｂを含む材料で構成
されたＢ層とを、それぞれ複数層備え、
　前記Ａ層と前記Ｂ層とが交互に繰り返し配置された領域を有し、
　前記Ａ層の層数と前記Ｂ層の層数との和が３０以上であることを特徴とする時計用部材
。
【請求項２】
　前記Ａ層の平均面内屈折率と前記Ｂ層の平均面内屈折率との差の絶対値が、０．０３以
上である請求項１に記載の時計用部材。
【請求項３】
　前記樹脂Ａは、ポリエチレンテレフタレートである請求項１または２に記載の時計用部
材。
【請求項４】
　前記樹脂Ｂは、構成モノマーとして、エチレングリコール、テレフタル酸、シクロヘキ
サンジカルボン酸、および、下記式（１）で示される化合物を含む共重合体である請求項
１ないし３のいずれかに記載の時計用部材。
【化１】

【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかに記載の時計用部材を備えたことを特徴とする時計用文字
板。
【請求項６】
　請求項１ないし４のいずれかに記載の時計用部材と、当該時計用部材よりも観察者側に
配された文字板本体とを備えたことを特徴とする時計用文字板。
【請求項７】
　請求項５または６に記載の時計用文字板と、当該時計用文字板の背面側に配された太陽
電池とを備えたことを特徴とする時計。
【請求項８】
　請求項１ないし４のいずれかに記載の時計用部材と、当該時計用部材よりも観察者側に
配された文字板本体と、前記時計用部材の背面側に配された太陽電池とを備えたことを特
徴とする時計。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、時計用部材、時計用文字板および時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　時計用文字板には、視認性等の実用性が求められるとともに、装飾性（美的外観）も求
められる。特に、太陽電池を備えたソーラー時計では、文字板（ソーラー時計用文字板）
の下に太陽電池（ソーラーセル）が配置される場合に、文字板について、優れた光透過性
等とともに、装飾品としての装飾性（美的外観）が求められる。
　具体的には、ソーラー時計用文字板は、光透過性に関して、時計を駆動するのに十分な
量の光を、その下部に配置された太陽電池に透過して供するものである一方、装飾品とし
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ての装飾性も求められる。
【０００３】
　太陽電池が文字板を介して透けて見えてしまうのを防止することを試みたソーラー時計
用文字板としては、プラスチック製の基板上に、接着剤を介して、金属材料で構成され開
口部が設けられた金属膜を貼着して得られる文字板が提案されている（例えば、特許文献
１参照）。
　しかしながら、このような文字板では、優れた光透過性と、美的外観とを両立すること
が困難であった。すなわち、光の透過性を確保するために、金属膜の開口率（金属膜を平
面視したときにおける、金属膜全体に対して開口部の占める面積の割合）を比較的高くす
ると、開口部の存在が目立ってしまい、金属材料（金属膜）を用いているにもかかわらず
、十分に優れた美的外観が得られない。ソーラー時計においては、一般に、太陽電池とし
て黒色や暗紫色等の暗色を呈するものが用いられているが、ソーラー時計がこのような太
陽電池を備えたものである場合、金属膜の開口部と開口部以外の部位（金属膜で被覆され
ている部位）との色調、明るさの違いが顕著となり、その結果、開口部の存在が非常に目
立ち易くなり、時計に適用した場合における時計用文字板の美的外観は特に劣ったものと
なる。一方、美的外観を向上させる目的で、金属膜の開口率を低くすると、光の透過率が
低下し、太陽電池の発電効率が著しく低下する。また、上記のような文字板の製造方法は
、生産性にも劣っている。
【０００４】
　また、拡散剤が分散した拡散層と偏光板とを備える文字板も提案されている（例えば、
特許文献２参照）。このような文字板では、光の散乱・拡散により、背面側に太陽電池に
配した状態でも、太陽電池の存在を観察者に認識されないような白色味を帯びた外観を得
ることができる。しかしながら、このような文字板は、偏光板を含む構成を有しているた
め、必然的に透過率を所定値以上に高めることが不可能であり、文字板そのものに色彩を
施した場合等には、十分な光の透過率を確保することができなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－３２６５４９号公報
【特許文献２】国際公開第２００６／００６３９０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、十分な光透過性を有し、かつ、装飾性（美的外観）に優れた時計用文
字板を提供すること、当該時計用文字板に好適に適用することができる時計用部材を提供
すること、また、当該時計用文字板、当該時計用部材を備えた時計を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような目的は、下記の本発明により達成される。
　本発明の時計用部材は、樹脂Ａを含む材料で構成されたＡ層と、前記樹脂Ａとは異なる
樹脂Ｂを含む材料で構成されたＢ層とを、それぞれ複数層備え、
　前記Ａ層と前記Ｂ層とが交互に繰り返し配置された領域を有し、
　前記Ａ層の層数と前記Ｂ層の層数との和が３０以上であることを特徴とする。
　これにより、十分な光透過性を有し、かつ、装飾性（美的外観）に優れた時計用文字板
に好適に適用することができる時計用部材を提供することができる。特に、時計用文字板
に色彩が施された場合（時計用文字板全体としての色調を濃色とした場合）であっても十
分な光透過性を確保することができる。
【０００８】
　本発明の時計用部材では、前記Ａ層の平均面内屈折率と前記Ｂ層の平均面内屈折率との
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差の絶対値が、０．０３以上であることが好ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観を特に優れたものとすることができる。
　本発明の時計用部材では、前記樹脂Ａは、ポリエチレンテレフタレートであることが好
ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観を特に優れたものとすることができるとともに、
時計用部材の耐久性を特に優れたものとすることができる。
【０００９】
　本発明の時計用部材では、前記樹脂Ｂは、構成モノマーとして、エチレングリコール、
テレフタル酸、シクロヘキサンジカルボン酸、および、下記式（１）で示される化合物を
含む共重合体であることが好ましい。
【化１】

　これにより、時計用文字板の美的外観を特に優れたものとすることができるとともに、
時計用部材の耐久性を特に優れたものとすることができる。
【００１０】
　本発明の時計用文字板は、本発明の時計用部材を備えたことを特徴とする。
　これにより、十分な光透過性を有し、かつ、装飾性（美的外観）に優れた時計用文字板
を提供することができる。特に、時計用文字板に色彩が施された場合（時計用文字板全体
としての色調を濃色とした場合）であっても十分な光透過性を確保することができる。
【００１１】
　本発明の時計用文字板は、本発明の時計用部材と、当該時計用部材よりも観察者側に配
された文字板本体とを備えたことを特徴とする。
　これにより、十分な光透過性を有し、かつ、装飾性（美的外観）に優れた時計用文字板
を提供することができる。特に、時計用文字板に色彩が施された場合（時計用文字板全体
としての色調を濃色とした場合）であっても十分な光透過性を確保することができる。
【００１２】
　本発明の時計は、本発明の時計用文字板と、当該時計用文字板の背面側に配された太陽
電池とを備えたことを特徴とする。
　これにより、十分な光量の外光を太陽電池に供給することができ、かつ、美的外観に優
れた時計（ソーラー時計）を提供することができる。
　本発明の時計は、本発明の時計用部材と、当該時計用部材よりも観察者側に配された文
字板本体と、前記時計用部材の背面側に配された太陽電池とを備えたことを特徴とする。
　これにより、十分な光量の外光を太陽電池に供給することができ、かつ、美的外観に優
れた時計（ソーラー時計）を提供することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、十分な光透過性を有し、かつ、装飾性（美的外観）に優れた時計用文
字板を提供すること、当該時計用文字板に好適に適用することができる時計用部材を提供
すること、また、当該時計用文字板、当該時計用部材を備えた時計を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の時計用部材を備えた本発明の時計用文字板の第１実施形態を示す断面図
である。
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【図２】本発明の時計用部材を備えた本発明の時計用文字板の第２実施形態を示す断面図
である。
【図３】本発明の時計（腕時計）の好適な実施形態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の好適な実施形態について、添付図面を参照しつつ説明する。なお、本明
細書で参照する図面は、構成の一部を強調して示したものであり、実際の寸法等を正確に
反映したものではない。
　＜時計用部材および時計用文字板＞
　まず、本発明の時計用部材および時計用文字板の好適な実施形態について説明する。
【００１６】
　［第１実施形態］
　図１は、本発明の時計用部材を備えた本発明の時計用文字板の第１実施形態を示す断面
図である。
　図１に示すように、本実施形態の時計用文字板１０は、時計用部材（文字板用部材）１
と文字板本体２とを備え、これらが接合層３を介して接合している。
【００１７】
　（時計用部材）
　時計用部材１は、樹脂Ａを含む材料で構成されたＡ層１１と、樹脂Ａとは異なる樹脂Ｂ
を含む材料で構成されたＢ層１２とを、それぞれ複数層備えており、Ａ層１１とＢ層１２
とが交互に繰り返し配置された領域を有するものである。また、時計用部材１でのＡ層１
１の層数とＢ層１２の層数との和は３０以上である。
【００１８】
　このような構成を有することにより、時計用部材１としての外観を、高輝度で自然な光
沢感のある優れたものとしつつ、時計用部材１としての光の透過性を特に高いものとする
ことができる。その結果、時計用文字板１０全体としての外観を優れたものとすることが
できるとともに、時計用文字板１０全体としての光の透過性を十分に高いものとすること
ができる。また、異なる材料で構成されたＡ層１１とＢ層１２とが繰り返し交互に積層さ
れることにより、各層間で発生する光路差干渉を複数重ねることで、特定波長のみ反射し
、それ以外の波長を透過させることができる。その結果、文字板本体２が例えば濃色の青
色であっても、従来のように黒色に見えることなく、濃色の青色を表現でき、従来にない
深い色合いの色調を表現できる。具体的な例として、文字板本体２が比較的濃い青色色調
を有する場合（ＪＩＳ　Ｚ　８７２９で規定されるＬ＊ａ＊ｂ＊表示の色度図において、
例えば、Ｌ＊が２０以上６０以下、ａ＊が－６以上－２以下、ｂ＊が－３０以上－１０以
上である場合）でも、時計用文字板１０を後に詳述するソーラー時計に好適に適用するこ
とができ、従来では、表現することのできなかった濃色の青色の優れた外観を実現するこ
とができる。これに対し、従来の構成においては、上記のような比較的濃い青色色調を有
する文字板本体を用いた場合には、時計に適用した際に黒色に見えてしまい、十分に優れ
た外観が得られなかった。
【００１９】
　Ａ層１１を構成する樹脂Ａと、Ｂ層１２を構成する樹脂Ｂとの組み合わせは、特に限定
されないが、以下のような条件を満足するのが好ましい。
　すなわち、Ａ層１１の面内平均屈折率とＢ層１２の面内平均屈折率とは異なるものであ
る。Ａ層１１の面内平均屈折率とＢ層１２の面内平均屈折率の差の絶対値は、０．０３以
上であるのが好ましく、０．０５以上であるのがより好ましく、０．１以上０．１５以下
であるのがさらに好ましい。これにより、時計用文字板１０の美的外観を特に優れたもの
とすることができる。これに対し、屈折率の差の絶対値が前記下限値未満であると、Ａ層
１１とＢ層１２との間での反射が不十分となり、時計用文字板１０全体としての美的外観
を十分に優れたものとするのが困難になる。
【００２０】



(6) JP 2011-106937 A 2011.6.2

10

20

30

40

50

　また、Ａ層１１の面内平均屈折率と厚み方向屈折率との差の絶対値が０．０３以上であ
り、かつ、Ｂ層１２の面内平均屈折率と厚み方向屈折率との差の絶対値が０．０３以下で
あると、時計用部材１への光の入射角が大きくなっても、反射ピークの反射率低下が効果
的に防止され、時計用文字板１０全体としての美的外観を特に優れたものとすることがで
きる。
【００２１】
　また、Ａ層１１を構成する樹脂ＡとＢ層１２を構成する樹脂Ｂとは、同一の基本骨格を
含むものであるのが好ましい。これにより、Ａ層１１とＢ層１２との密着性を優れたもの
とすることができ、時計用部材１の耐久性を特に優れたものとすることができる。なお、
基本骨格とは、樹脂を構成する繰り返し単位のことを指す。
　また、Ａ層１１を構成する樹脂Ａのガラス転移温度差とＢ層１２を構成する樹脂Ｂのガ
ラス転移温度差との差の絶対値は、２０℃以下であるのが好ましい。これにより、Ａ層１
１とＢ層１２との密着性を優れたものとすることができ、時計用部材１の耐久性を特に優
れたものとすることができる。また、時計用部材１を構成する多層構造の形成（成形）時
における成形不良の発生をより確実に防止することができる。
【００２２】
　また、Ａ層１１を構成する樹脂Ａは、ポリエチレンテレフタレートであるのが好ましい
。これにより、時計用文字板１０の美的外観を特に優れたものとすることができるととも
に、時計用部材１の耐久性を特に優れたものとすることができる。
　Ａ層１１の平均厚さは、特に限定されないが、１０ｎｍ以上２５０ｎｍ以下であるのが
好ましく、１５ｎｍ以上２００ｎｍ以下であるのがより好ましく、２０ｎｍ以上１７０ｎ
ｍ以下であるのがさらに好ましい。Ａ層１１の平均厚さの値が前記範囲内の値であると、
時計用部材１全体としての光の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用部材１、時計
用文字板１０の美的外観を特に優れたものとすることができる。
【００２３】
　なお、時計用部材１を構成する複数のＡ層１１の平均厚さは、同一であってもよいし、
互いに異なるものであってもよいが、観察者側（文字板本体２が配された側）に向って、
順次、その平均厚さが小さくなるものであるのが好ましい。これにより、時計用部材１、
時計用文字板１０の美的外観を特に優れたものとすることができる。
　また、Ｂ層１２を構成する樹脂Ｂは、構成モノマーとして、エチレングリコール、テレ
フタル酸、シクロヘキサンジカルボン酸、および、下記式（１）で示される化合物を含む
共重合体であるのが好ましい。
【００２４】
【化２】

【００２５】
　これにより、時計用文字板１０の美的外観（特に、樹脂Ａがポリエチレンテレフタレー
トである場合の時計用文字板１０の美的外観）を特に優れたものとすることができるとと
もに、時計用部材１の耐久性を特に優れたものとすることができる。
　Ｂ層１２の平均厚さは、特に限定されないが、１０ｎｍ以上２５０ｎｍ以下であるのが
好ましく、１５ｎｍ以上２００ｎｍ以下であるのがより好ましく、２０ｎｍ以上１７０ｎ
ｍ以下であるのがさらに好ましい。Ｂ層１２の平均厚さの値が前記範囲内の値であると、
時計用部材１全体としての光の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用部材１、時計
用文字板１０の美的外観を特に優れたものとすることができる。
【００２６】
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　なお、時計用部材１を構成する複数のＢ層１２の平均厚さは、同一であってもよいし、
互いに異なるものであってもよいが、観察者側（文字板本体２が配された側）に向って、
順次、その平均厚さが小さくなるものであるのが好ましい。これにより、時計用部材１、
時計用文字板１０の美的外観を特に優れたものとすることができる。
　上記のように、時計用部材１においては、Ａ層１１とＢ層１２とが交互に繰り返し配置
された領域を有するものであればよく、例えば、部分的に、Ａ層１１同士が接触するよう
に配された領域を有するものやＢ層１２同士が接触するように配された領域を有するもの
であってもよいが、本実施形態では、時計用部材１は、その厚さ方向の全体にわたって、
Ａ層１１とＢ層１２とが交互に繰り返し配置されている。
【００２７】
　また、上述したように、時計用部材１でのＡ層１１の層数とＢ層１２の層数との和は３
０以上である。Ａ層１１の層数とＢ層１２の層数との和が３０未満であると、時計用文字
板１０の美的外観を十分に優れたものとするのが困難となる。
　Ａ層１１の層数とＢ層１２の層数との和は３０以上であればよいが、１００以上である
のが好ましく、６００以上であるのがより好ましい。これにより、計用文字板１０の美的
外観を特に優れたものとすることができる。また、Ａ層１１の層数とＢ層１２の層数との
和が大きくなりすぎると、時計用部材１全体としての光の透過性が低下する傾向が顕著に
なるので、Ａ層１１の層数とＢ層１２の層数との和の上限値は、５０００以下とするのが
好ましく、２０００以下とするのがより好ましい。
【００２８】
　時計用部材１は、上記のようなＡ層１１とＢ層１２とが交互に繰り返し配置された構造
を有することにより、光沢感のある優れた外観を発揮することができるものであり、金属
材料や偏光板を不要とするため、光透過性に優れている。これにより、時計用文字板１０
全体としての光の透過性を優れたものとすることができ、時計用文字板１０を後述するソ
ーラー時計用文字板（太陽電池を備えた時計が備える文字板）に好適に適用することがで
きる。また、後述する文字板本体２の光透過性がやや低いものであっても、時計用文字板
１０全体としての光の透過性を十分に優れたものとすることができる。
【００２９】
　また、時計用部材１は、上記のようなＡ層１１とＢ層１２とが交互に繰り返し配置され
た構造を有することにより、屈折率（光透過特性）、膜厚の異なる複数の層が交互に積層
され、各層間で発生する光路差干渉を複数重ねることで、特定波長のみ反射し、それ以外
の波長を透過させることができる。その結果、文字板本体２がたとえば濃色の色彩であっ
ても、従来のように黒色に見えることなく、濃色の色彩を表現でき、従来にない深い色合
いの色調を表現できる。結果的に、濃色で光沢感のある優れた外観を発揮することができ
る。
【００３０】
　時計用部材１についての可視光領域（３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の波長領域）の光
の透過率は、６０％以上であるのが好ましく、６４％以上であるのがより好ましい。これ
により、時計用文字板１０全体としての光の透過性を特に優れたものとすることができる
。なお、上記のような光の透過率は、例えば、光源として、白色蛍光灯（東芝社製、検査
用蛍光灯　ＦＬ２０Ｓ－Ｄ６５）を用い、１０００ルクス下で、測定対象の部材と同一形
状のソーラーセル（太陽電池）で発電した際の電流値（Ａ）に対する、当該ソーラーセル
の光源側の面に測定対象である部材を載せた以外は、前記と同一の状態で発電した際の電
流値（Ｂ）の比率（（Ｂ／Ａ）×１００［％］）を、採用することができる。以下、本明
細書中において、特に断りのない限り、「光の透過率」とは、このような条件で求められ
る値のことを指す。
【００３１】
　時計用部材１についての、反射濃度計（例えば、日本電色工業株式会社製、ＮＤ－１１
）を用いて測定される反射濃度（反射率をＲとしたとき、２－ｌｏｇＲで表される値）は
、１．２以上であるのが好ましく、１．４以上であるのがより好ましい。これにより、時
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計用部材１、時計用文字板１０の美的外観を特に優れたものとすることができる。なお、
時計用部材１についての反射光の光沢度は、光が透過するため、例えば、背面側に標準黒
色板を重ね合わせた状態で測定するのが良い。
【００３２】
　また、図示の構成では、時計用部材１は、最外層を除き、Ａ層１１はその両面ともがＢ
層１２と接触するものであり、Ｂ層１２はその両面ともがＡ層１１と接触するものである
が、Ａ層１１とＢ層１２とが交互に配置された構成（２つのＡ層１１の間にＢ層が介在し
ており、２つのＢ層１２の間にＡ層が介在している構成）であればよく、例えば、Ａ層１
１とＢ層１２との間には、Ａ層ともＢ層とも異なる層を有するものであってもよい。また
、時計用部材１は、例えば、ハードコート層、耐摩耗性層、帯電防止層、着色層、紫外線
吸収層、印刷層、金属層、透明導電層、ガスバリア層、ホログラム層等の機能層を有する
ものであってもよい。
【００３３】
　また、Ａ層１１は樹脂Ａ以外の成分を含むものであってもよく、Ｂ層１２は樹脂Ｂ以外
の成分を含むものであってもよい。例えば、Ａ層１１、Ｂ層１２のうち少なくとも一方は
、例えば、可塑剤、酸化防止剤、着色剤（各種発色剤、蛍光物質、りん光物質等を含む）
、光沢剤、フィラー等を含むものであってもよい。また、時計用部材１を構成する複数の
Ａ層１１は、同一の組成を有するものであってもよいし、異なる組成を有するものであっ
てもよい。また、時計用部材１を構成する複数のＢ層１２は、同一の組成を有するもので
あってもよいし、異なる組成を有するものであってもよい。また、Ａ層とＢ層とは少なく
とも１種の共通成分を含むものであってもよい。
【００３４】
　上記のような時計用部材１は、光沢感のある優れた外観を発揮するものでありながら、
光（可視光）の透過性にも優れている。このため、時計用部材１は、後述するようなソー
ラー時計（太陽電池を備えた時計）に好適に適用することができる。
　また、時計用部材１は、金属材料を含むことなく、光沢感のある優れた外観を得ること
ができる。このため、時計用部材１全体、時計用文字板１０全体としての電波透過性も優
れたものとすることができる。したがって、時計用部材１は、後述するような電波時計に
好適に適用することができる。
【００３５】
　（文字板本体）
　時計用文字板１０は、時計用部材１とともに文字板本体２を有している。
　文字板本体２は、時計用部材１よりも観察者側に配されるものである。これにより、時
計用部材１の背面側の様子が観察者に認識されてしまうのを確実に防止しつつ、時計用文
字板１０全体の外観に、文字板本体２が有する色調、模様等を十分に反映させるとともに
、時計用部材１による光沢感を発揮させることができる。その結果、特に優れた美的外観
を得ることができる。
【００３６】
　文字板本体２は、光透過性を有するものである。これにより、時計用文字板１０全体と
しての光の透過性を優れたものとすることができ、時計用文字板１０を後述するソーラー
時計用文字板（太陽電池を備えた時計が備える文字板）に好適に適用することができる。
文字板本体２についての可視光領域（３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の波長領域）の光の
透過率は、２０％以上であるのが好ましく、２５％以上であるのがより好ましい。これに
より、時計用文字板１０全体としての光の透過性を十分に優れたものとしつつ、時計用文
字板１０全体としての外観を特に優れたものとすることができる。なお、本発明において
は、金属材料や偏光板を用いなくても、時計用部材は光沢感のある優れた外観を発揮する
ことができるため、文字板本体についての光の透過性が低い場合であっても、時計用文字
板全体としての外観が黒色にならずに、濃色の色彩を残したまま、時計用文字板全体とし
て十分な光透過性を確保することができる。このため、文字板本体のバリエーションが広
がり、装飾性の高い、より美的外観に優れた時計用文字板（例えば、ソーラー時計用文字
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板）を提供することができる。
【００３７】
　文字板本体２の構成材料としては、例えば、各種プラスチック材料、各種ガラス材料等
が挙げられるが、文字板本体２は、主としてプラスチック材料で構成されたものであるの
が好ましい。プラスチック材料は、一般に、成形性（成形の自由度）に優れており、種々
の形状の文字板本体２の製造に好適に適用することができる。また、文字板本体２がプラ
スチック材料で構成されたものであると、時計用文字板１０の製造コスト低減に有利であ
る。また、プラスチック材料は、一般に、光（可視光）の透過性に優れるとともに、電波
の透過性にも優れているため、文字板本体２がプラスチック材料で構成されたものである
と、時計用文字板１０を、後述するような電波時計に好適に適用することができる。以下
の説明では、文字板本体２が主としてプラスチック材料で構成された例を、中心に説明す
る。なお、本発明では、「主として」とは、対象としている部位（部材）を構成する材料
のうち最も含有量の多い成分を指し、その含有量は特に限定されないが、対象としている
部位（部材）を構成する材料の６０ｗｔ％以上であることが好ましく、８０ｗｔ％以上で
あることがより好ましく、９０ｗｔ％以上であることがさらに好ましい。
【００３８】
　文字板本体２を構成するプラスチック材料としては、各種熱可塑性樹脂、各種熱硬化性
樹脂等が挙げられ、例えば、ポリカーボネート（ＰＣ）、アクリロニトリル－ブタジエン
ースチレン共重合体（ＡＢＳ樹脂）、ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）等のアクリ
ル系樹脂、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）等のポリオレフィン系樹脂、
ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）等のポリエステル系樹脂等、またはこれらを主と
する共重合体、ブレンド体、ポリマーアロイ等が挙げられ、これらのうちの１種または２
種以上を組み合わせて（例えば、ブレンド樹脂、ポリマーアロイ、積層体等として）用い
ることができる。特に、文字板本体２は、主として、ポリカーボネートおよび／またはア
クリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体で構成されたものであるのが好ましい。
これにより、時計用文字板１０全体としての強度を特に優れたものとすることができる。
また、文字板本体２の成形の自由度が増す（成形のし易さが向上する）ため、より複雑な
形状の文字板本体２であっても、容易かつ確実に製造することができる。また、ポリカー
ボネートは、各種プラスチック材料の中でも比較的安価で、時計用文字板１０の生産コス
トのさらなる低減に寄与することができる。また、ＡＢＳ樹脂は、特に優れた耐薬品性も
有しており、時計用文字板１０全体としての耐久性をさらに向上されることができる。
【００３９】
　なお、文字板本体２は、上記以外の成分を含むものであってもよい。このような成分と
しては、例えば、可塑剤、酸化防止剤、着色剤（各種発色剤、蛍光物質、りん光物質等を
含む）、光沢剤、フィラー等が挙げられる。例えば、文字板本体２が着色剤を含む材料で
構成されたものであると、時計用文字板１０の色のバリエーションを広げることができる
。
【００４０】
　文字板本体２は、各部位でその組成が実質的に均一な組成を有するものであってもよい
し、部位によって組成の異なるものであってもよい。
　また、文字板本体２の形状、大きさは、特に限定されず、通常、製造すべき時計用文字
板１０の形状、大きさに基づいて決定される。なお、図示の構成では、時計用文字板１０
は、平板状をなすものであるが、例えば、湾曲板状等をなすものであってもよい。
【００４１】
　文字板本体２の平均厚さは、特に限定されないが、１５０μｍ以上７００μｍ以下であ
るのが好ましく、２００μｍ以上６００μｍ以下であるのがより好ましく、２５０μｍ以
上５００μｍ以下であるのがさらに好ましい。また、文字板本体２の表面あるいは反対面
側には、高級感を出すための引き目、一般的に、バイトによる円周引きや放射目を加えて
もよい。特に、文字板本体２がプラスチックで構成されるものである場合等には、一般に
、文字板本体２の裏面も観察者側から視認できるため、裏面側には特に視認しやすい円周
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引きが望ましい。
　また、文字板本体２には、図示しない指標（時字、ロゴマーク等）が設けられている。
指標は、例えば、印刷法、植字等の方法により設けることができる。
【００４２】
　（接合層）
　本実施形態の時計用文字板１０は、時計用部材１と文字板本体２とを接合する接合層３
を有している。このように、時計用部材１と文字板本体２とが接合された構成を有するこ
とにより、時計用文字板１０の機械的な強度、安定性は、特に優れたものとなる。
　接合層３の構成材料としては、例えば、各種接着剤、各種粘着剤等が挙げられる。
　また、接合層３は、例えば、拡散剤等を含むものであってもよい。
【００４３】
　［第２実施形態］
　図２は、本発明の時計用部材を備えた本発明の時計用文字板の第２実施形態を示す断面
図である。以下、第２実施形態の時計用部材、時計用文字板について、前記第１実施形態
との相違点を中心に説明し、同様の事項の説明は省略する。
　図２に示すように、本実施形態の時計用文字板１０は、時計用部材（文字板用部材）１
と文字板本体２とを備えており、これらが接合されずに独立して存在している。すなわち
、本実施形態の時計用文字板１０は、接合層を有しておらず、時計用部材（文字板用部材
）１と文字板本体２とを別体として備えている。
【００４４】
　このように、時計用部材１と文字板本体２とが離間して存在することにより、時計用文
字板１０全体としての光の透過率を十分に優れたものとしつつ、時計用文字板１０の美的
外観をさらに優れたものとすることができる。これは、以下のような理由によるものであ
ると考えられる。すなわち、時計用部材１と文字板本体２とが離間して存在することによ
り、時計用部材１と文字板本体２との間に空気層が存在することとなり、これにより、光
の反射、屈折が効率よく起こり、時計用文字板１０の美的外観を向上させているものと考
えられる。
【００４５】
　時計用部材１と文字板本体２との離間距離（時計用部材１の文字板本体２に対向する面
と文字板本体２の時計用部材１に対向する面との距離）は、１０μｍ以上５００μｍ以下
であるのが好ましく、２０μｍ以上２００μｍ以下であるのが好ましい。これにより、時
計用文字板１０の美的外観をさらに優れたものとすることができる。
　例えば、図示しないスペーサーを用いたり、後述するような時計のケースに設けられた
段差部を利用することにより、時計用部材１と文字板本体２とを所定距離だけ離間させた
状態を保持することができる。
　また、文字板本体２に前述のような円周引きを施すことにより、文字板本体２と時計用
部材との間に、部分的な空隙を設けてもよい。
【００４６】
　＜時計＞
　次に、上述したような本発明の時計用文字板１０を備えた本発明の時計の一例、特に、
ソーラー時計の一例について説明する。
　本発明の時計は、上述したような本発明の時計用部材、時計用文字板を有するものであ
る。上述したように、本発明の時計用部材、時計用文字板は、装飾性（美的外観）に優れ
たものである。時計用部材、時計用文字板は時計を構成する各種部材の中でも、時計全体
の外観に特に大きな影響を与える部材である。このため、上述したような時計用部材、時
計用文字板を備えた時計は、全体としての美的外観が優れたものとなる。また、上述した
ように、本発明の時計用部材、時計用文字板は、光の透過性にも優れている。このため、
上述したような時計用部材、時計用文字板を備えた本発明の時計は、ソーラー時計として
の求められる要件を十分に満足することができる。なお、本発明の時計を構成する時計用
文字板（本発明の時計用文字板）以外の部品としては、公知のものを用いることができる
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が、以下に、本発明の時計の構成の一例について説明する。
【００４７】
　図３は、本発明の時計（腕時計）の好適な実施形態を示す断面図である。
　図３に示すように、本実施形態のソーラー時計としての腕時計（携帯時計）１００は、
胴（ケース）８２と、裏蓋８３と、ベゼル（縁）８４と、ガラス板（カバーガラス）８５
とを備えている。また、ケース８２内には、前述したような本発明の時計用文字板１０と
、太陽電池９４と、ムーブメント８１とが収納されており、さらに、図示しない針（指針
）等が収納されている。時計用文字板１０は、太陽電池９４と、ガラス板（カバーガラス
）８５との間に設けられている。
【００４８】
　ガラス板８５は、通常、透明性の高い透明ガラスやサファイア等で構成されている。こ
れにより、本発明の時計用文字板１０の審美性を十分に発揮させることができるとともに
、太陽電池９４に十分な光量の光を入射させることができる。
　ムーブメント８１は、太陽電池９４の起電力を利用して、指針を駆動する。
　図３中では省略しているが、ムーブメント８１内には、例えば、太陽電池９４の起電力
を貯蔵する電気二重層コンデンサー、リチウムイオン二次電池や、時間基準源として水晶
振動子や、水晶振動子の発振周波数をもとに時計を駆動する駆動パルスを発生する半導体
集積回路や、この駆動パルスを受けて１秒毎に指針を駆動するステップモーターや、ステ
ップモーターの動きを指針に伝達する輪列機構等を備えている。
　また、ムーブメント８１は、図示しない電波受信用のアンテナを備えている。そして、
受信した電波を用いて時刻調整等を行う機能を有している。
【００４９】
　太陽電池９４は、光エネルギーを電気エネルギーに変換する機能を有する。そして、太
陽電池９４で変換された電気エネルギーは、ムーブメントの駆動等に利用される。
　太陽電池９４は、例えば、非単結晶シリコン薄膜にｐ型の不純物とｎ型の不純物とが選
択的に導入され、さらにｐ型の非単結晶シリコン薄膜とｎ型の非単結晶シリコン薄膜との
間に不純物濃度の低いｉ型の非単結晶シリコン薄膜を備えたｐｉｎ構造を有している。
【００５０】
　胴８２には巻真パイプ８６が嵌入・固定され、この巻真パイプ８６内にはりゅうず８７
の軸部８７１が回転可能に挿入されている。
　胴８２とベゼル８４とは、プラスチックパッキン８８により固定され、ベゼル８４とガ
ラス板８５とはプラスチックパッキン８９により固定されている。
　また、胴８２に対し裏蓋８３が嵌合（または螺合）されており、これらの接合部（シー
ル部）９３には、リング状のゴムパッキン（裏蓋パッキン）９２が圧縮状態で介挿されて
いる。この構成によりシール部９３が液密に封止され、防水機能が得られる。
【００５１】
　りゅうず８７の軸部８７１の途中の外周には溝８７２が形成され、この溝８７２内には
リング状のゴムパッキン（りゅうずパッキン）９１が嵌合されている。ゴムパッキン９１
は巻真パイプ８６の内周面に密着し、該内周面と溝８７２の内面との間で圧縮される。こ
の構成により、りゅうず８７と巻真パイプ８６との間が液密に封止され防水機能が得られ
る。なお、りゅうず８７を回転操作したとき、ゴムパッキン９１は軸部８７１と共に回転
し、巻真パイプ８６の内周面に密着しながら周方向に摺動する。
【００５２】
　上記のような携帯時計（腕時計）は、各種時計の中でも特に優れた耐久性（例えば、耐
衝撃性等）が求められるものである。このため、優れた美的外観とともに、優れた耐久性
が得られる時計用文字板１０を、より好適に適用することができる。
　なお、上記の説明では、時計の一例として、ソーラー電波時計としての腕時計（携帯時
計）を挙げて説明したが、本発明は、腕時計以外の携帯時計、置時計、掛け時計等の他の
種類の時計にも同様に適用することができる。また、本発明は、ソーラー電波時計を除く
ソーラー時計にも適用することができる。
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　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は、これらに限定されるも
のではない。
【００５３】
　例えば、本発明の時計用部材、時計用文字板、時計では、各部の構成は、同様の機能を
発揮する任意の構成のものに置換することができ、また、任意の構成を付加することもで
きる。
　また、前述した実施形態では、時計用文字板が、時計用部材（文字板用部材）とともに
文字板本体を備える場合について代表的に説明したが、本発明の時計用文字板は、例えば
、上述したような文字板本体を備えておらず、上述したような時計用部材（文字板用部材
）のみで構成されるものであってもよい。
【００５４】
　また、前述した実施形態では、文字板本体と時計用部材とが平面視した際の形状が同一
であり、時計用文字板を平面視した際に、文字板本体と時計用部材とが完全に重なり合う
ように配置されている構成について説明したが、文字板本体と時計用部材とは、このよう
に配置されたものでなくてもよい。例えば、時計用部材は、時計用文字板を平面視した際
に、文字板本体の一部にのみ重なり合うようなものであってもよい。
　また、本発明の時計用部材は、時計用文字板を構成する部材でなくてもよい。
【実施例】
【００５５】
　次に、本発明の具体的実施例について説明する。
　１．時計用文字板の製造
　以下に示すような方法で、各実施例および各比較例について、１００個ずつの腕時計用
文字板（ソーラー時計用文字板）を製造した。
　（実施例１）
　まず、樹脂Ａとしてポリエチレンテレフタレート、樹脂Ｂとして、エチレングリコール
、テレフタル酸、シクロヘキサンジカルボン酸、および、下記式（２）で示される化合物
の各成分をモノマー成分として含む共重合体を用意した。
【００５６】

【化２】

【００５７】
　次に、二軸押出機を用いて、樹脂Ａおよび樹脂Ｂを溶融状態とした後に、それぞれを、
シート状のＡ層、Ｂ層に成形するとともに、これらが交互に繰り返し配置されるように積
層し、これを急冷することにより積層体を得た。当該積層体は、４５１層のＡ層と４５０
層のＢ層とからなるものであり、両方の外表面がＡ層で構成されたものであった。
　次に、上記の積層体を打ち抜き成形し、直径：２７ｍｍの略円盤状の時計用部材を得た
。
【００５８】
　時計用部材を構成するＡ層の平均厚さは１１１ｎｍであり、Ｂ層の平均厚さは１１０ｎ
ｍであった。
　また、時計用部材を構成する複数のＡ層の平均厚さは、時計用部材の一方の面側から他
方の面側に向って、順次、その平均厚さが小さくなるものであった。時計用部材を構成す
る複数のＡ層のうち、平均厚さが最小のものの平均厚さは、２０ｎｍであり、平均厚さが
最大のものの平均厚さは、１９０ｎｍであった。
【００５９】
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　また、時計用部材を構成する複数のＢ層の平均厚さは、時計用部材の一方の面側から他
方の面側に向って、順次、その平均厚さが小さくなるものであった。時計用部材を構成す
る複数のＢ層のうち、平均厚さが最小のものの平均厚さは、２５ｎｍであり、平均厚さが
最大のものの平均厚さは、１８０ｎｍであった。
　また、得られた時計用部材の平均厚さは、１００μｍであった。
【００６０】
　一方、以下のようにして文字板本体を作製した。
　すなわち、まず、板厚が０．３ｍｍの透明ポリカーボネート（三菱ガス化学製ユーピロ
ン）を用い、文字板外形と中心穴を金型で型抜きし、回転する金属ブラシを利用して表面
に放射目をつけ、その後、不要なバリ等を切削、研磨することにより基板を得た。得られ
た基板は、略円盤状をなし、直径：２７ｍｍ×厚さ：０．３ｍｍであった。
【００６１】
　次に、この基板を洗浄した。基板の洗浄としては、まず、プラスチック用中性洗剤で３
０秒間洗浄を行い、その後、中和を１０秒間、水洗を３０秒間、純水洗浄を６０秒間行っ
た。その後、オーブン（８０℃）で２０分間乾燥し、その後、裏面側にスクリーン印刷に
より青色の半透過印刷を行うことにより、文字板本体を得た。なお、印刷インクはセイコ
ーアドバンス製ＣＡＶを使用した。このようにして得られた文字板本体についての可視光
領域（３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の波長領域）の光の透過率は、３６％であった。ま
た、得られた文字板本体は、濃い青色色調を呈するものであり、ＪＩＳ　Ｚ　８７２９で
規定されるＬ＊ａ＊ｂ＊表示において、Ｌ＊が３１．６０であり、ａ＊が－３．１５であ
り、ｂ＊が－２１．９０であった。
【００６２】
　次に、接着剤（接合層）を用いて、上記の時計用部材と文字板本体とを接合し、図１に
示すような時計用文字板（直径：２７ｍｍ×厚さ：４００μｍ）を得た。なお、時計用部
材は、Ａ層の厚さが文字板本体側に向って、順次、その平均厚さが小さくなる向き（Ｂ層
の厚さが文字板本体側に向って、順次、その平均厚さが小さくなる向き）で、文字板本体
に接合した。
【００６３】
　（実施例２～５）
　表１に示すような構成となるようにした以外は、前記実施例１と同様にして腕時計用文
字板（ソーラー時計用文字板）を製造した。
　（実施例６）
　時計用部材と文字板本体を接合しなかった以外は、前記実施例１と同様にして腕時計用
文字板（ソーラー時計用文字板）を製造した。
　（実施例７～１０）
　表１に示すような構成となるようにした以外は、前記実施例６と同様にして腕時計用文
字板（ソーラー時計用文字板）を製造した。
【００６４】
　（比較例１）
　まず、表面が平滑なステンレス鋼製の平板を用意した。
　次に、この平板の表面に、平均厚さ２０μｍのレジスト膜を印刷形成した。
　次に、露光装置を用いて、このレジスト膜を露光し、さらに、現像処理を行うことによ
り、レジスト膜の一部が除去され、多数個の円形のレジスト膜（直径：３００μｍ）が残
存した。
【００６５】
　次に、平板上のレジスト膜が除去された部位に、離型剤を塗布した。
　その後、スパッタリングにより、平板上に金属被膜を形成した。金属被膜の形成は、以
下のようにして行った。
　まず、装置内を３×１０－３Ｐａまで排気（減圧）し、その後、アルゴンガス流量：３
５ｍｌ／分でアルゴンガスを導入した。このような状態で、ターゲットとしてＡｇを用い
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、投入電力：１４００Ｗ、処理時間：２．０分間という条件で放電を行うことにより、Ａ
ｇで構成される金属被膜を形成した。このようにして形成された金属被膜の平均厚さは、
０．２μｍであった。
【００６６】
　次に、ステンレス鋼製の平板上から残存するレジスト膜を除去した。レジスト膜の除去
は、レジスト膜、金属被膜で被覆された平板を、３０～４０℃の水酸化ナトリウムの水溶
液中に、５～１０分間浸漬することにより行った。これにより、円形の開口部を多数個有
する金属被膜が得られた。金属被膜が有する開口部の直径は３００μｍであった。
　一方、直径：２７ｍｍ×厚さ：４００μｍの略円盤状をなすポリカーボネート製の基板
を用意し、この基板を洗浄した。基板の洗浄としては、まず、プラスチック用中性洗剤で
３０秒間洗浄を行い、その後、中和を１０秒間、水洗を３０秒間、純水洗浄を６０秒間行
っい、その後、オーブン（８０℃）で２０分間乾燥した。
【００６７】
　次に、洗浄したポリカーボネート製の基板（文字板本体）上に、接着剤を付与するとと
もに、ステンレス鋼製の平板上から、開口部を有する金属被膜を剥離し、接着剤を介して
基板に接合することにより、腕時計用文字板（ソーラー時計用文字板）を得た。この際、
金属被膜が破れないように、また、基板に接合する金属被膜にしわが生じないように十分
に気をつけたが、平板から剥離する際に、金属被膜の一部に破れを生じたものが一部あっ
た。また、製造した多数の腕時計用文字板に、接合時に発生した金属被膜にしわが認めら
れた。
【００６８】
　（比較例２）
　レジスト膜に対する露光条件を変更することにより、金属被膜に形成する開口部の直径
が５μｍとなるようにした以外は、前記比較例１と同様にして腕時計用文字板（ソーラー
時計用文字板）を製造した。
　（比較例３）
　前記実施例１で用いたのと同様の文字板本体を用意した。
　次に、この文字板本体を洗浄した。文字板本体の洗浄としては、まず、アルカリ電解脱
脂を３０秒間行い、次いで、アルカリ浸漬脱脂を３０秒間行った。その後、中和を１０秒
間、水洗を１０秒間、純水洗浄を１０秒間行った。
【００６９】
　一方、ポリエステル系樹脂で構成された偏光板（反射型偏光板）を用意した。この偏光
板は、ポリエステル系樹脂で構成されたシート材を一軸方向に延伸し、直径：２７ｍｍの
略円盤状となるように、打ち抜きすることにより作製した。この偏光板の平均厚さは、２
０μｍであった。
　次に、拡散剤とアクリル系粘着剤（アクリル系樹脂）とを含む拡散層組成物を用いて、
上記のような文字板本体と、偏光板とを貼り合わせることにより、文字板本体と拡散層と
偏光体とが積層されてなる腕時計用文字板（ソーラー時計用文字板）を得た。なお、拡散
剤としては粉末状のシリカを用いた。
【００７０】
　なお、前記各実施例の時計用部材は、いずれも、Ａ層の面内平均屈折率とＢ層の面内平
均屈折率の差の絶対値が０．１以上０．１５以下であり、Ａ層の面内平均屈折率と厚み方
向屈折率の差の絶対値が０．０３以上であり、Ｂ層の面内平均屈折率と厚み方向屈折率と
の差の絶対値が０．０３以下であり、Ａ層を構成する樹脂Ａのガラス転移温度差とＢ層を
構成する樹脂Ｂのガラス転移温度差との差の絶対値が２０℃以下であった。また、前記各
実施例の時計用部材は、いずれも、可視光領域（３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の波長領
域）の光の透過率が６４％以上であった。これに対し、前記比較例３での偏光板について
の可視光領域（３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の波長領域）の光の透過率は、４９．４％
であった。
【００７１】



(15) JP 2011-106937 A 2011.6.2

10

20

30

40

50

　（比較例４）
　前記実施例１で製造した文字板本体と同様にして製造した部材を時計用文字板とした。
すなわち、本比較例の時計用文字板は、接合層および時計用部材を備えていない。
　各実施例および各比較例の腕時計用文字板（ソーラー時計用文字板）の構成等を表１に
まとめて示す。なお、表１中、ポリカーボネートをＰＣ、アクリロニトリル－ブタジエン
－スチレン共重合体（ＡＢＳ樹脂）をＡＢＳ、ポリ塩化ビニルをＰＶＣ、アクリル系樹脂
をＰＭＭＡ、セイコーアドバンス製ＣＡＶ（透明メジウムに青を混練）にて調色したもの
を用いて形成された着色層（青色）をＢ、セイコーアドバンス製ＣＡＶ（透明メジウムに
赤を混練）にて調色したものを用いて形成された着色層（赤色）をＲ、セイコーアドバン
ス製ＣＡＶ（透明メジウムに赤＋黄＋黒を混練）にて調色したものを用いて形成された着
色層（茶色）をＢＲで示した。また、表中、比較例３の「時計用部材」の欄には、偏光板
についての条件を示し、比較例３の「接合層」の欄には、拡散層についての条件を示した
。
【００７２】

【表１】

【００７３】
　２．時計用部材についての反射濃度
　前記各実施例および比較例３の腕時計用文字板の製造に用いた各時計用部材について、
以下のような方法により、反射光の光沢度を評価した。
　まず、各時計用部材を暗室にいれた。その後、時計用部材の背面側に標準黒色板を重ね
合わせた状態で、反射濃度計（日本電色工業株式会社製、ＮＤ－１１）を用いて、反射濃
度を求め、以下の３段階の基準に従い、評価した。なお、反射濃度の測定には、ｙフィル
ター（５７０ｎｍ）を用いた。
　　Ａ：反射濃度が１．６以上。
　　Ｂ：反射濃度が１．４以上１．６未満。
　　Ｃ：反射濃度が１．４未満。
【００７４】
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　３．腕時計用文字板（ソーラー時計用文字板）の光透過性評価
　前記各実施例および各比較例で製造した各腕時計用文字板について、以下のような方法
により、光透過性を評価した。
　まず、太陽電池と各腕時計用文字板とを暗室にいれた。その後、太陽電池単体でその受
光面に対し、所定距離離間した白色蛍光灯（光源）からの光を入射させた。この際、太陽
電池の発電電流をＡ［ｍＡ］とした。次に、前記太陽電池の受光面の上面に、腕時計用文
字板を重ね合わせた状態で、前記と同様に所定距離離間した白色蛍光灯（光源）からの光
を入射させた。この状態での、太陽電池の発電電流をＢ［ｍＡ］とした。そして、（Ｂ／
Ａ）×１００で表される時計用文字板の光透過率を算出し、以下の６段階の基準に従い、
評価した。光透過率が大きいほど、時計用文字板の光透過性は優れたものであるといえる
。なお、時計用文字板は、文字板本体側の面（比較例１、２については、金属被膜が設け
られた側の面）が白色蛍光灯（光源）側を向くように、太陽電池に重ね合わせた。また、
白色蛍光灯としては、白色蛍光灯（東芝社製、検査用蛍光灯　ＦＬ２０Ｓ－Ｄ６５）を用
いた。また、前記実施例６～１０の腕時計用文字板については、文字板本体と時計用部材
との間に、外径：２７ｍｍ、内径：２５ｍｍ、幅：２ｍｍ、厚さ：５０μｍのリング状を
なす透明のポリカーボネート製スペーサーを配した状態で、測定を行った。
　　Ａ：２９％以上。
　　Ｂ：２６％以上２９％未満。
　　Ｃ：２３％以上２６％未満。
　　Ｄ：１９％以上２３％未満。
　　Ｅ：１６％以上１９％未満。
　　Ｆ：１６％未満。
【００７５】
　４．電波透過性の評価
　前記各実施例および各比較例で製造した各腕時計用文字板について、以下に示すような
方法で電波透過性を評価した。
　まず、時計ケースと、電波受信用のアンテナを備えた腕時計用内部モジュール（ムーブ
メント）とを用意した。
【００７６】
　次に、時計ケース内に、腕時計用内部モジュール（ムーブメント）および、腕時計用文
字板を組み込み、この状態での電波の受信感度を測定した。このとき、腕時計用文字板は
、文字板本体側の面（比較例１、２については、金属被膜が設けられた側の面）が外表面
側を向くようにした。また、前記実施例６～１０の腕時計用文字板については、文字板本
体と時計用部材との間に、外径：２７ｍｍ、内径：２５ｍｍ、幅：２ｍｍ、厚さ：５０μ
ｍのリング状をなす透明のポリカーボネート製スペーサーを配した状態で、測定を行った
。
【００７７】
　腕時計用文字板を組み込まない状態での受信感度を基準とし、腕時計用文字板を組み込
んだ場合における受信感度の低下量（ｄＢ）を以下の４段階の基準に従い、評価した。電
波の受信感度の低下が低いものほど、腕時計用文字板の電波透過性は優れたものであると
いえる。
　　Ａ：感度の低下が認められない（検出限界以下）。
　　Ｂ：感度の低下が０．７ｄＢ未満で認められる。
　　Ｃ：感度の低下が０．７ｄＢ以上１．０ｄＢ未満。
　　Ｄ：感度の低下が１．０ｄＢ以上。
【００７８】
　５．腕時計用文字板（ソーラー時計用文字板）の外観評価
　前記各実施例および各比較例で製造した腕時計用文字板（ソーラー時計用文字板）を用
いて、図３に示すような時計（ソーラー電波時計）を組み立てた。この状態で、時計用文
字板について、目視による観察を行い、これらの外観を以下の６段階の基準に従い、評価
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板本体と時計用部材との離間距離が５０μｍとなるように保持されていた。
【００７９】
　　Ａ：外観が極めて優良である。
　　Ｂ：外観が優良である。
　　Ｃ：外観が良好である。
　　Ｄ：外観がやや不良である。
　　Ｅ：外観が不良である。
　　Ｆ：外観が極めて不良である。
　これらの結果を表２に示す。
【００８０】
【表２】

【００８１】
　表２から明らかなように、本発明の時計用文字板は、いずれも、光沢度に優れ、優れた
美的外観を有するとともに、光の透過性に優れていた。特に、本発明では、従来の金属材
料では表現することのできなかった外観（例えば、青みの強い光沢感のある優れた外観）
を実現することができた。また、本発明の時計用文字板は、電波の透過性にも優れていた
。
　これに対し、各比較例では、満足な結果が得られなかった。具体的には、各比較例では
、優れた美的外観と光の透過率との両立ができなかった。
【符号の説明】
【００８２】
　１０…時計用文字板　１…時計用部材（文字板用部材）　１１…Ａ層　１２…Ｂ層　２
…文字板本体　３…接合層　９４…太陽電池　８１…ムーブメント　８２…胴（ケース）
　８３…裏蓋　８４…ベゼル（縁）　８５…ガラス板（カバーガラス）　８６…巻真パイ
プ　８７…りゅうず　８７１…軸部　８７２…溝　８８…プラスチックパッキン　８９…
プラスチックパッキン　９１…ゴムパッキン（りゅうずパッキン）　９２…ゴムパッキン
（裏蓋パッキン）　９３…接合部（シール部）　１００…腕時計（携帯時計）
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